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横
水
の
神
明
社
に
準
納
さ
れ
た
こ
の
絵

馬
は
、
縦
六
十
号
、
償
八
十
一
句
の
桐
の

じ
ん
め

木
の
桓
に
白
馬
の
神
馬
を
描
い
て
額
に
し

た
も
の
で
、
今
に
も
額
か
ら
飛
び
だ
し
て

き
そ
う
な
感
じ
さ
え
す
る
。

1
1
1
11
1
1・

L

・2

士
二
う
も

胡
粉
で
白
く
描
か
れ
た
白
川
は
亀
甲
模

ょ

う

〈

九

織
の
華
麗
な
胴
巻
を
し
鞍
の
下
に
は
諒

撃
な
虎
皮
の
腹
巻
会
し
て
い
る
。

乙
の
絵
の
製
作
年
代
は
今
か
ら
約
百
四

十
年
前
の
天
保
八
年
七
川
に
剛
家
古
州
斉

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。

古
州
斉
の
経
歴
は

不
川
だ
が
、
天
保
頃
を
中
心
に
幕
末
に
活

粧
し
た
師
家
と
み
え
脳
出
来
地
乃
の
神
社
の

絵
馬
に
多
く
そ
の
名
を
見
る
乙
と
が
で
き

る。

躍~t 

神 ず図

の区
川ソ

め馬

臼し、3虫力

横

神

明

社

7j( 
絵
．
ん
に
は
次
の
よ
う
な
願
文
が
記
さ
れ

て
い
る
。
諸
願
満
足
如
意
古
田作

家
内
安
全
子
孫
繁
栄

為

祈

念

謹

白

九

拝

% 
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L町長の」

美
し
い
自
然
と

活
気
の
あ
る
町

〉り

こ
こ
、
．

為

、4
レ－

み
d
，
J
J
ナ
J
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し
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つ
よ
い
か
ら
だ
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昨
年
末
町
民
各
位
の
ど
支
持
に
よ
り
再
度
町
長
の
職
を
担
う
ζ

と
に
な
り
ま
し

川

…
…
た
。
乙
の
重
賞
に
処
す
る
に
当
た
り
「
あ
た
た
か
い
心
と
強
い
か
ら
だ
、

美
し
い
u

…

…
…
自
然
と
活
気
の
あ
る
町
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
そ
の
肉
付
け
の
た
め

……第
1
に
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
務
り
ま
で
み
ん
な
が
安
全
、
健
康
、
清
潔
そ
し
て

川

…
…
豊
か
な
生
活
の
で
き
る
よ
う
生
活
環
境
を
と
と
の
え
る
こ
と
。

……第
2
に
、
よ
い
子
を
育
て
、
社
会
教
育
や
社
会
体
育
に
い
そ
し
む
機
会
を
ふ
や
し

…h

…
て
教
育
条
件
を
と
と
の
え
る
と
と
勺

……第
3
に
、
野
と
山
、
海
と
街
の
持
ち
昧
を
生
か
し
た
産
築
を
近
代
化
し
、
鐙
か
な
υ

一

…
…
自
然
を
守
り
な
が
ら
観
光
開
発
を
進
め
る
ζ

と
。

日

…

……第
4
に
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
。

……第
5
に
、
わ
が
町
の
自
然
条
件
を
克
服
し
有
利
な
飛
臨
へ
の
足
が
か
り
と
す
る
こ
・…

…
…
と
を
公
約
し
、
希
望
あ
る
明
日
へ
向
か
っ
て
前
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

飯
近
の
経
済
情
敏男
は
、
物
価
が
安
定
す
る
中
で
公
共
投
資
の
大
幅
甑
充
、
路
行

・…

…
…
促
進
の
効
果
が
浸
透
し
設
備
投
資
や
個
人
消
費
・
も
次
第
に
堅
調
に
向
か
い
、
全
体

……

…
…
と
し
て
内
需
を
中
心
に
景
気
の
順
調
な
回
復
傾
向
の
兆
し
を
見
せ
て
ま
い
り
ま
し
…
…

…
…
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
雇
用
の
不
安
や
財
政
の
公
債
依
存
度
増
大
等
が

・…

…
…
懸
案
事
項
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
地
方
自
治
に
も
彫
響
し
引
き
続

……

…
…
き
厳
し
い
財
政
運
営
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

反
面
、
昨
今
の
急
激
な
社
会
櫛
造
の
変
化
は
、
行
政
需
要
を
ま
す
ま
す
活
発
化
H

…

…
…
さ
せ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
痕
の
中
で
と
れ
ら
の
要
請
に
有
効
適
…
…

…
…
切
な
対
応
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

……

政
府
の
岡
和
弘
年
度
予
算
案
で
は
、
景
気
の
着
実
な
回
復
と
雇
用
機
会
の
噌
大

山

…
…
に
資
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
公
共
事
業
等
に
財
政
支
出
の
雷
鳥
点
が
置
か
れ

……

川
て
お
り
、
ま
た
富
山
県
も
国
の
乙
の
方
向
に
準
じ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

わ
が
町
に
お
い
て
は
、
景
気
が
回
復
基
調
と
は
い
う
も
の
の
、
ま
だ
税
収
面
に
u

…

…
…
お
け
る
彫
響
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
依
然
と
し
て
自
主
財
源
が
伸
び
悩
ん

……

…
…
で
お
り
ま
す
が
、
国

・
県
の
動
向
、
町
の
現
況
諸
般
を
勘
案
し
つ
つ
、
問
和
制
年

……

…
…
度
予
算
ほ
か
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
財
源
の
確
似
に
つ
い
て
は
現
制
度
の
下
で
は
限
界
が
あ
り
、
今
後

一日

…
…
あ
ら
ゆ
る
犠
会
を
と
ら
え
地
方
財
政
の
充
実
強
化
に
向
け
て
交
付
税
率
の
引
き
上
e
H

…
…
げ
や
地
方
税
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
た
抜
本
的
対
策
を
国
・
県
に
対
し
て
働
き
か

．…

…
…
け
て
ま
い
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
基
本
と
い
た
し
た
方
針
に
つ

…

……
い
て
概
要
を
申
し
述
べ
ま
す
。
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丈
夫
に
生
ま
れ
、
元
気
で
働
き
、
す
乙

や
か
に
老
い
ゆ
く
こ
と
、

ζ

れ
は
社
会
構

造
や
経
済
情
況
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
人

間
と
し
て
の
第
e

義
的
な
生
き
万
で
あ
り

こ
の
た
め
に
婆
請
さ
れ
る
潔
境
や
諸
条
件

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
地
万
自
治
の
大
事

な
首
位
切
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
叫
の
特
殊
性
と
・
レ
て
疾
病
率
の
高

い
乙
と
は
銭
念
な
乙
と
で
は
あ
り
芯
す
が

昨
年
に
引
き
続
き
健
峨
づ
く
り
活
動
を
継

統
的
に
脳
同
し
、
健
康
意
識
の
向
上
と
管

理
活
飢
の
充
実
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と

作
じ
ま
す
。

ま
た
、
美
し
い
自
然
の
な
か
で
れ
す
た

め
に
は
．
水
資
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に

生
活
脆
衆
物
を
適
確
に
処
理
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
回
常
生
活
闘
の
広
域
化
に
対
処

す
る
た
め
道
路
網
の
燃
備
の
必
要
な
乙
と

は
閉
す
ま
で
も
あ
り
定
せ
ん
が
、

当
耐
は

特
に
町
遁
の
認
定
料
え
を
合
め
て
、
都
市

計
凶
街
路
、
ス
ー
パ
ー
農
道
そ
の
他
併
線

道
路
の
早
期
完
成
と
交
通
安
全
施
設
の
充

実
を
凶
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、

住
宅
鰐
要
に
対
処
す
る
た
め
、

宅
地
の
造
成
と
公
醤
仔
宅
の
迎
訟
を
椛
進

い
た
し
ま
す
。

教
育
条
件
の
整
備

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
基

本
法
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
お
り

平
和
的
な
凶
家
お
よ
び
社
会
の
形
成
析
と

し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
す
る
人
聞
を
育

成
す
る
こ
と
は
教
育
の
目
的
で
あ
り
、
災

動
す
る
註
会
情
一
お
に
対
応
し
な
が
ら
、
新

指
導
要
領
に
も
て
ら
し
、
創
造
力
に
富
む

豊
か
忽
人
間
性
を
育
て
る
乙
と
が
鼠
も
肝

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
の
教
育
潔
境
を

一
時
も
ゆ
る

が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
統
合
中
学
に
つ
を

ま
し
て
は
、
本
年
度
よ
り
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
．
教
育
内
容
の
高
度
化
に
刻
応
で

き
る
必
欲
的
な
教
育
が
実
践
し
得
る
よ
う

随
設
訟
備
に
配
厳
し
た
い
と

μじ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
に
つ
含
ま
し
て
は
、

生
れ
教
育
の
中
級
と
な
る
公
民
館
活
動
の

霊
段
位
を
痛
感
し
、
そ
の
充
実
発
展
を
関

る
と
と
も
に
、
地
成
住
民
と
の
新
し
い
述

蹴
聞
を
つ
く
り
、
学
習
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
社
会
教
育
州
体
の
地
域
所
動
別
措棋

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
動
堂
遺
跡
の
保
仔
対
策
と

し
て
、
史
跡
公
園
と
し
て
の
粧
備
計
闘
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
《

本
年
度
も
「
町
民
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ

」
の
目
標
を
ふ
ま
え
、
ル
伊
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
山
花
態
化
を
図
る
た
め
、
指
揮
提
助
体
制

の
充
災
、
社
会
体
育
胤
殺
の
幣
備
と
そ
の

活
用
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化
を

軍
点
馳
策
と
し
て
‘

町
民
の
要
求
が
十
分

反
映
す
る
よ
う
に
進
め
る
所
作
で
あ
り
ま

す。
産
業
基
盤
の
整
備

低
経
済
成
長
期
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な

ゆ
が
み
が
現
わ
れ
、
経
済
社
会
は
防
出
的

転
換
期
を
迎
え
た
と
言
え
ま
す
。

と
う
し
た
な
か
で
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
総
合
的
な
施
策
を
舵
進
し
地
践
産
業
の

振
興
を
図
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
農
業
に
つ

き
ま
し
て
な
、

農
相
同
生
隊
基
誌
と
農
村
叶！…

活
環
境
を
総
合
的
に
繋
備
し
、

2
年
巨
を

む
か
え
た
水
田
利
用
再
編
対
策
に
対
応
し

な
が
ら
、

「
う
ま
い
朝
日
政
米
」
と
し
て

商
品
性
の
高
い
以
質
米
の
生
産
拡
大
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
政
策
の
牛
照
基
脱
で
あ
る
ほ
場

前検
出
削
象
業
は
、
ほ
ぽ
完
了
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
農
村
の
生
前
環
境
終
備
を
阿
る
た

め
綬
村
総
合
繋
備
モ
デ
ル
事
業
を
い
っ
そ

う
雌
し
進
め
る
と
と
も
に
、
間
味
泊
制
蛇
際

備
も
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

仲
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仲
林
道
事
業
を

進
め、

林
業
経
営
活
動
範
聞
の
拡
大
と
近

代
化
、
ま
た
観
光
開
発
と
の

一
体
的
な
鞍

怖
を
悶
り
、
お
二
次
林
業
精
造
改
努
事
業

の
促
進
を
凶
り
ま
す
。

水
政
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
恨
港
の
広

光
悠
備
と
漁
業
祭
添
原
崎
明
料
備
計
画
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

中
小
商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
阿
佐

廿
同
調
に
あ
る
と
言
う
も
の
の
、
い
ま
だ
に

混
迷
す
る
中
小
商
工
業
経
営
の
改
普
、
融

資
制
度
の
鉱
充
を
閲
り
ま
す
。

観
沌
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
と
山
を
通

じ
自
然
を
生
か
し
た
県
立
自
然
公
園
の
勝

備
と
「
あ
さ
ひ
国
民
休
養
地
」
の
整
備
を

進
め
な
が
ら
管
理
の
充
実
に
も
配
意
し
魅

刀
あ
る
野
外
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
芝
す
。

(2) 

郷
土
の
保
全

町
民
の
仲
見
命
と
財
震
を
あ
ら
ゆ
る
災
宮

か
ら

γ
る
と
と
は
円以も
重
要
な
ぷ
題
で
あ

り
、
一
層
の
配
意
を
必
要
と
す
る
と
ζ

ろ

で
あ
り
ま
す
。

消
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
逐
年
園間
能
の

充
実
強
化
に
つ
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、

今
年
度
は
川
町
職
員
刀
矯日間
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と
も
す
れ
ば
、
富
山
県
の
東
兆
隣
と
み

な
さ
れ
が
ち
な
わ
が
町
の
自
然
条
件
で
は

あ
り
ま
す
が
、
朝
日
小
川
タ
ム
の
建
設
、

北
陸
自
動
車
道
の
進
砂
、
あ
る
い
は
速
か

ら
ず
予
想
さ
れ
る
北
陸
新
幹
線
な
ど
、
大

型
の
公
共
事
業
が
展
開
さ
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
わ
が
町
に
と
っ
て
歴
史
的
な
出
来
事

で
あ
り
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
ま
す
。

乙
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
で
あ
ろ
う
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
つ
き
ま
し
で
も
深
刻
な
も

の
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

失
う
も
の
を
厳
少
限
に
く
い
と
め
、
得

る
も
の
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
く
、
ま
さ

に
地
方
自
治
に
と
っ
て
の
資
務
は
重
大
な

も
の
が
あ
り
、
各
位
の
ご
協
力
と
ど
指
導

を
ま
ち
、
精
一
杯
の
創
意
工
夫
と
努
力
を

傾
注
す
る
所
俗
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
方
針
を
積
極
的
に
推
し
進

め
る
た
め
、
現
在
の
地
方
自
治
は
厳
し
い

条
件
下
に
あ
り
ま
す
が
、

冗
費
節
約
と
能

率
的
な
行
政
を
す
す
め
、
た
ゆ
む
こ
と
な

く
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
よ
り
よ
き
町
政

を
め
ざ
し
て
ま
い
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す

（
乙
の
施
政
方
針
は
、
阻
和
M
年
第
2
問

定
例
町
議
会
に
お
い
て
町
長
が
、
所
代
川
の

一
端
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。
〉

と
あ
わ
せ
、
特
別
救
帥
隊
を
編
成
す
る
な

ど
近
代
的
な
消
防
機
能
、
救
急
業
務
の
幣

備
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
が
発
生
し
な
い
先
の
対
・

策
と
し
て
、
河
川
改
修
、
海
岸
侵
食
防
止

並
び
に
土
石
流
の
流
出
防
止
の
た
め
の
砂

防
事
業
及
び
予
防
・
復
旧
治
山
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
積
極
的
に
縫
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

飛
躍
へ
の
ス
タ
ー
ト
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往
く
人
・
来
る
人

朝

日

町

職

百I

！円

総

務

課企

画

財

政

課

長

兼

務

企
幽
財
政
課

主
査
（
管
財
水
品

係
長
事
務
取
扱
）

諜

長査

主総技伐（技 ヨ主主 係企係企謀
~~労 兼 主副幽長
出諜 初 任調調代
表付師 i:1!i~帥 唱jト撃事 整 長整理

主総 新 n：楽教 i[(k産出税税仰挫
市設

民税育 係務 ；｜課
課 J','.f蚕業業納」il!I!司： ＇ 11r1jR 
校総員 土－ i系代諜採 自Iii 窓会課 ，i1.I~ 釜任段長理

対く佐水竹氷河池 字
1:, Qi 島 内 口内 l±l l:IJ 

J万

官
llイ
｛系

事事長 H

税総ぢ総人出政

ぶ｛＇fi事 課
I労務る ま理山

係~ -・ 
ぷ課長 i 付~r;i.

柳中迫
下村分
美悠
管事紀
一 子 ）~

財

課主主

税

務

線教
育
委
員
会

引
務
局
総
務

深
長

課

長

事:.lit資泌主
務納産長
取税税代
扱係係即査
長長

i氏資，泊！
倒産：長
税税
｛系係｛℃
長i；理

付
上

・
変
わ
る
人

人

事

異

動

貝

Jf"・ ，～ 
永
lコ

林；：~ 
4合

江
ジ~I

（
附
利
目
年
4
月
1
日
付）

r. 

主主主主資
産
税

引下、l十任係

建
設
課
業
務

係

主

任

住

民

深

産

業

漂

泊

病

院

栄
治

信
雄

主主郡福主；~－
務社
取係 住

・H 事事政長査長 民
事教 箔

務育的自霊長襲撃議
寝室病財取務院課
政抜係主 主

議会院；出）長査査

植
木

正
宏
文

寿義 国
実時子

主

一万
義

環
櫨
境
保
健
標

正男

課

長

衛
生
水
道

係
長
兼
務

課
長
代
理
住
民
課
長
代
理

保
健
衛
生
係
長
折
谷

保
健
係
長
兼
公
害
係
長

生
活
保
全
的
糾
院
管
財

係

長

係

長

衛
生
水
道
住
民
課
保
健

係

主

任

衛

生

係

主

任

栄

護

士

泊

州

院

主

事

税

務

課

技

川

泊

病

院

保

健

婦

新

採 税

務

課

長

利
夫e・2

1.1.. 

λ
L
e守口

p

’JR
’’l
 

産

集

螺

主

査

鐙

設

課

主

査

浜

田

課
長
代
理
（
耕
地
係
長
宗
務
取
担
）

農
政
係
長

農
政
係
主
任

森
野

主

事

税

務

課

大

官

主

事

企

蘭

財

政

課

九

里

,J.~ 
必

事本
水
島
由
紀
子

稲

荷

優

山

崎

秀

行

氷
見

句
M
H
a川
川
山
1

A
同
H
引

ul

民金
庫弁披

川
上

古
沢
絵

本

恒

子

竹
内
忠
志

永
口

了

広
出
万
紀
子

泊

病

院

事

務

長

代

理

住

民

課

止

E

庶

務

係

長

福

仙

係

長

老

ヨ

事
務
長
代
理
事
務
長
代
理

b
描

管

財

係

長

出

納

係

長

L
買

企
画
財
政
課

出

納

係

長

企

画

係

長

兵

附

定

皇

ヒ

教
育
妥
員
会

U
5

S

Z
ご
事
務
局
総
務
課

4
4

主

事

建

設

課

谷

口

宗

次

主

事

住

民

課

絹

川

義

明

技

師

総

務

課

梅

津

文

雄

調

理

師

新

採

和

泉

小

百

美

品
工

住

民

事

哲
男

建

般

課

課
長
代
理
産
業
課
長
代
理

K
T

初

地

係

長

農

政

係

長

田

都
市
計
画
係

長
兼
道
路
河

川
係
長

道
路
河
川

係

主

任

主

事

技

削

道
路
河
川

係
長

企
画
財
政
課

財
務
係
主
任

税

務

課

産

業

課

主

出

納

室

盲
学
議
会
事
務
局

八
rm 

描
闘
会
官
’
務
局

事

総

務

俊
同

主

教
育
餐
員
会
事
務
局
総
務
課

鏑恵
子子

ぷ

長

庶
務
係
長

派

務
主

事

栄
草
食
土

住

民

課

長

治
思

泊建

病設

;;i~ 
要

克
己

卓
武

消

防

署

消

防

土

新

当4
1並

保

育

所

泊

中

部

野

中

保

母

泊

南

部

泊

中
部
保
母

西

部

泊

中

部

保

母

正定
憲、吉稔

課

！土l
谷
口

稲
村

本七
回以

水
野
美
和
子

.~ 

水
島
は
つ
の

愛
湯

院 ；謀

前

川

孝

子

藤
出
美
津
子

採

藤
条

受
験
香
代
子

長

井

陸

子

浜

田

和

子

学

南

保

小

学
校
調
理
附

泊

小

境

小

学

校

助

手

学

校

助

手

泊

小

南

保

小

学
校
調
理
削
学
校
助
手

笹

川

小

泊

中

学

校

助

手

学

校

助

手

境

小

泊

小

学

校

助

手

学

校

助

手

泊

中

笹

川

小

学

校

助

手

学

授

助

手

泊

中

教

安

事

務

局

付

学
校
調
理
川
学
校
調
理
一
川
松
原
純
子

fol ~ 
造

小

川

保

母

桜

町

保

俸

笹

川

保

母

西

部

保

母

山

崎

保

母

野山川 Jj、切

中崎崎川町

川
内

英
行

校

'JIJ 

~ 

鹿
子
正一l轡

保
雄

退

職

泊
病
院
助
産
制

泊
病
院
調
理
師

南
保
小
蛭
谷
分
校
助
手

泊
小
学
校
調
理
削

武
雄

航
れ
い外
茂
子

大
鼠
聞
紙
什
子

間

部

敏

子

稲

荷

明

子

中

野

美

雪

保

佐
渡

節
子

水
島
み
さ
子

谷

か
ね
子

魚
津

真
子

広
Jll 

時
枝

WI 
谷

紀
子

追
分
は
つ
ゑ

水
島
ヌ
キ
ヱ

長

崎

み

よ

山

崎

幸

枝

俊
れ

町

緩

会

議

員

上
島
栄
作
氏
逝
去

朝
日
町
議
会
議
員
の
上
自
問
栄
作
氏

が
4
月
同
日
午
前
、
逝
去
さ
れ
ま
し

た。
乙
乙
に
故
人
の
遺
徳
を
し
の
び
、

謹
ん
で
ど
只
衝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

京
子

和
問

(3) 

1
6
9
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／第2固蟻会＼
＼定例会／

昭
和
弘
年
度
予
算

鈎
議
案
を
可
決
な
ど

一
般
会
計
予
算
額
は
初
億
9
千
万
円

昭
和
削
抑
留
守
鮪
2
回
朝
日
町
障
会
定
例
会
は
、
3
月
叩
日
か
ら
泊
目
ま
で
会
期

……

……
を
刊
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

…

…

本
定
例
会
で
は
昭
和
M
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制

……

山
定
、
一

一g
改
正
な
ど
泊
陣
寮
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
響
聾
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
……

……
ま
た
、
随
員
縄
出
陣
家
1
件
に
つ
い
て
も
可
決
し
玄
し
た
。

……

こ
の
ほ
か
筒
願
、
陳
情
8
件
に
つ
い
て
は
、
探
択
6
件
、
継
続
審
査
2
件
の
決

……

ね
定
が
な
さ
れ
さ
し
た
。

…

…

さ報一一一一あ

3
月
叩
日
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3
月
日
日

3
月
ロ
日

3
月
日
日

3
月
同
日

3
月
日
日

3
月
日
日

3
月
げ
日

3
月
間
日

3
月
刊
日

3
月
別
臼 畿

あ
ら
ま
し

¢

審

程

議

日

開
会
（
会
期
決
定

・
町
長
提

案
理
由
説
明
〉

休
会
本
会
議
（
議
案
説
明
）

本
会
畿
（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
・
一
般
質
問
）

本
会
議
（

一
般
質
問
）

文
教
厚
生
寮
員
会
・
産
業
建

設
餐
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

休
会
総
務
委
員
会

本
会
議
（
委
員
長
報
告
・
質

疑
・

討
論
・
表
決
〉

可
決
さ
れ
た
も
の

〈
昭
和
M
年
度
予
算
〉

議議

般

会

計
議

－
朝
日
町

一
般
会
計
予
算
（
初
傍
9
千
9

6
2万
4
千
円）

鱗

特

別

会

計

幾

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

〈
5
億
8
千
2
2
4万
6
平
円
）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別

会
計
予
算
（
笹
川
診
療
所
1
千
1
6
7

万
6
千
円
）

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別

会
計
予
算
（
宮
崎
診
療
所
5
5
7万
6

千
円
）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別

会
計
予
算
（
境
診
療
所
1
キ
5
3
6万

1
千
円
）

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
（
1

3
3
4万
9
千
円
）

－
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会
計
予
算
〈

3
1
0万
3
千
円
〉

－
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計
予
算

（
旧
万
円
）

..A 

..LI:.. 

業

A
E
 
言十
鞍：

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
予
算
（
l

mw8
千
4
0
1
万
8
千
円
）

〈
昭
和
日
年
度
補
正
予
算
〉

－
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
予
算
／
第

五
号
（
補
正
額
8
0
7万
円
）

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
〈
補
正
額
、
減
額
4
1
7万
円
）

・
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
補
正
額
8
万
7
千
円
〉

・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
補
正
額
叩
万
円
）

／＼ 

条

例
＼／ 

、
健氏
佐

一
部
改
正
し
た
も
の
議

・
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
債
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
文
給
条
例

－
朝
日
町
消
防
団
条
例

．
朝
凶
町
室
及
び
諜
設
置
条
例

．
朝
日
町
職
員
定
数
条
例

．
朝
M
町
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例

－
朝
日
町
廃
楽
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例

・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
設
償
等
に
関

す
る
条
例

畿
制
定
し
た
も
の
畿

－
間
和
日
年
度
分
固
定
資
産
税
の
納
期
の

特
例
に
関
す
る
条
例

－
朝
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

〈
そ

他
v 

の

・
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
の
件

－
新
規
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
る
件

．
寄
附
採
納
の
件
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
寄
附
採
納
の
件
（
小
・
中
学
校
及
び
保

育
所
）

・
下
山
用
水
組
合
議
会
議
員
選
挙
の
件

当
選
人
川
瀬
茂
（
下
野
）

長
能
清
造
（
大
家
庄
）

藤
田
隆
治
（
三
枚
僑
〉

広
川
義
懲
（
積
水
）

高
島
繁
作
（
高
橋
）

能
沢
則
義
（
下
山
新
）

清
水
直
次
郎
（
金
山
）

広
田
輿
甫
（
窪
田
〉

藤
田
利
雄
（
舟
川
新
）

山
本
政
雄
（
桜
町
）

柳

下

周
作

（平
柳
）

平
崎
久
松
〈
道
下
）

－
舟
見
中
学
校
組
合
議
会
議
員
選
挙
の
件

当
選
人
九
里
留
作
〈
山
崎
）

永
口
謙
治
（
山
崎
〉

酒
井
栄
（
山
崎
新
）

〈
議
員
提
出
議
案
〉

・
一
般
消
費
税
に
関
す
る
意
見
出

噌

l
づ
／
ハ

U

請
願
・
陳
情

14) 

採
択
に
な
っ
た
も
の

マ
山
崎
保
育
所
の
改
築
に
つ
い
て

マ
社
会
福
祉
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

マ
公
民
館
施
設
、

設
備
の
充
実
に
つ
い
て

マ
山
崎
保
育
所
預
り
時
間
延
長
に
つ
い
て

マ
内
装
仕
上
げ
工
穆
業
者
に
対
す
る
官
公

需
の
分
厳
発
注
に
つ
い
て

マ
商
工
会
館
連
設
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

マ
農
地
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

マ
高
速
泌
陸
自
動
車
道
境
地
氏
海
岸
路
線

の
変
更
に
つ
い
て

機
常
任
委
員
長
報
告
よ
り
鱗

総

務

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り

可
決
と
決
定
、
陳
情
の
内
装
仕
上
、
工
事

業
者
に
対
す
る
官
公
明
聞
の
分
限
発
注
に
つ

い
て
は
、
願
意
妥
当
と
し
て
民
択
、
請
願

の
農
地
の
回
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
な
お

研
究
の
必
要
が
あ
り
継
続
審
査
と
決
定
し

た
。
ま
た
審
査
の
過
程
に
お
い
て
帥
職
員
の

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
管
理
者
に
お
い

て
厳
重
に
指
導
ι
抗
告
さ
れ
た
い
こ
と
。
工

事
請
負
金
の
前
渡
金
制
肢
は
工
事
余
額
、

工
事
期
間
等
を
考
践
し
、
再
検
討
さ
れ
た

い
こ
と
以
上
の
要
望
が
あ
っ
た
ζ

と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
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。
文
教
厚
生
委
員
会

報

議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
の
と
お
り
吋

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
事
情
査
の
過
程
に

お
い
て
、
公
民
館
等
に
併
設
さ
れ
て
い
る

老
人
福
祉
施
設
は
前
川
し
に
く
い
の
で
改

着
さ
れ
た
い
こ
と
。
ま
た
、
町
立
朝
日
中

学
校
の
建
設
に
あ
た
り
、
食
合
一
室
を
設
置

さ
れ
た
い
こ
と
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、
陳

情
の
「
山
崎
保
育
所
の
預
り
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
」
「
社
会
補
祉
製
業
の
充
実
に

つ
い
て
」
「
公
民
館
施
設
設
備
の
充
実
に

つ
い
て
」
は
、
い
ず
れ
も
願
意
妥
当
と
ぷ

め
訴
択
さ
れ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

広沼和32年 8月 8日
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畿
産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
原
楽
の
と
お
り

可
決
と
さ
れ
た
。
陳
情
の
商
工
会
館
建
設

に
つ
い
て
は
願
怠
妥
当
と
し
伝
択
n

な
お

審
盗
の
過
程
に
お
い
て
、
旭
ケ
丘
の
町
蛍

住
幻
に
つ
い
て
指
導
倹
理
の
徹
底
を
は
か

ら
れ
た
い
乙
と
ο

ま
た
畜
産
娠
興
に
関
連

し
、
家
造
の
飼
育
状
況
か
ら
、
家
畜
診
療

所
医
帥
の
嘱
託
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
行
制抑

止印
さ
れ
た
。

一
般
質
問
の
中
か
ら

朝
日
町
総
合
計
画

質
問
朝
日
町
総
合
計
画
基
本
構
想
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
見
直
し
と
実

施
計
画
を
公
表
す
る
考
は
な
い
か
。

答
弁

総
合
計
画
の
基
一
広
機
慰
は
数
任
前

議
決
さ
れ
確
立
し
て
い
る
が
改
定
計
阿
曹

は
事
情
に
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
し
か
し
ロ

ー
リ
ン
グ
は
や
っ

て
お
り
、
甘
得
本
陣
例
制
叫
に

そ
い
根
斡
事
菜
を
進
め
て
い
る
。

請
負
工
事
費
と
前
払
金

質
問

土
木
建
築
工
事
費
の
前
払
金
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
前
払
金
の
範
囲
、
割

合
等
見
直
す
時
期
と
思
う
が
考
え
を
開
き

た
い
。

答
弁

前
払
金
に
つ
い
て
は
、

工
事
内
容

を
検
討
し
、
日
年
度
か
ら
運
営
の
見
直
し

を
や
り
た
い
。

国
際
児
童
年
と
教
育

質
問

今
年
は
国
際
児
童
年
で
あ
る
が
、

教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、

事
業

を
進
め
る
考
え
か
聞
き
た
い
。

答
弁

新
年
度
に
入
り、

学
校
教
育
、
社

会
教
育
に
つ
い
て
の岡
県
の
関
係
機
関
と
連

泌
を
と
り
、
具
体
的
施
策
を
考
え
た
い
。

ま
た
学
校
の
児
童
会
、
生
徒
会
活
動
に

も
意
を
注
ぎ
た
い
。

父

子

手

当

質
問

母
子
世
帯
に
福
祉
制
度
が
あ
る
が

父
子
附
一
帯
に
は
な
い
ν

父
子
手
当
制
度
を

設
け
る
考
え
は
な
い
か。

答

弁

父

子
世
的
に
つ
い
て
は
現
在
医
療

費
の
負
担
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
版
関
す
る
か
わ
か
ら
な
い
が
父
子
手

当
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
制
限
的
に

考
え
て
い
な
い。

高
額
医
療
費
の

委
託
制
度

質
問

高
額
医
療
費
の
委
託
制
度
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

当
町
の
取
り
扱
い
件
数
が
多
く
な

い
が
、
か
な
り
高
額
の
も
の
も
あ
る
。
制

度
を
考
え
な
い
で
、
本
当
に
困
る
方
に
つ

い
て
は
対
策
を
考
え
た
い
。

庁

釜と
広司

の

建

設

質
問

朝
日
中
学
校
の
建
設
も
予
算
計
上

さ
れ
た
が
、
役
場
庁
舎
を
建
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
弁

役
場
庁
舎
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た

威
信
も
あ
る
。
何
年
後
と
は
い
え
な
い
が

速
か
ら
ぬ
う
ち
に
建
設
す
べ
き
ζ

と
は
同

感
で
あ
る
。

観
光
道
路
の
整
備

質
問

観
光
開
発
の
面
か
ら
小
川
上
流
の

道
路
を
整
備
で
き
な
い
か
。
ま
た
登
山
道

に
つ
い
て
も
ゆ
る
や
か
に
で
き
な
い
か
。

答
弁

小
川
上
減
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

長
い
年
月
を
か
け
改
良
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
登
山
道
に
あ
っ
て
は
日
本
で
も

践
さ
れ
た
貴
重
な
場
所
で
あ
り
、
改
良
は

考
え
て
い
な
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

質
問

町
の
衛
祉
施
設
が
市
街
地
中
心
に

な
っ
て
い
る
が
、
山
崎
、
大
家
庄
地
区
を

中
心
と
し
た
老
人
徳
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
考
え
は
な
い
か。

答
弁

農
村
総
合
モ
デ
ル
整
備
事
業
や
、

山
村
地
岡
崎
集
駕
環
場
整
備
等
緊
急
対
策
事

業
の
中
で
の
組
入
れ
を
考
え
て
行
き
た
い

水
田
利
用
再
編
対
策

質
問

生
法
に
連
け
い
す
る
土
媛
に
合
っ

た
作
物
と
し
て
町
は
も
っ
と
麦
を
推
進
す

べ
き
で
な
い
か
。

答
弁

水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
は

昨
年
の
実
績
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
大
豆

よ
り
麦
の
方
が
実
績
が
あ
り
、
昭
和
白
川
年

度
に
お
い
て
は
さ
ら
に
面
積
の
拡
大
を
は

か
り
た
い
。

消
防
団
員
の
家
族
手
当

質
問

消
防
団
員
の
職
費
を
全
う
す
る
に

は
家
族
の
理
解
と
協
力
が
い
る
。
そ
の
労

に
対
し
家
族
手
当
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。
答
弁

家
族
の
慰
安
と
い
う
こ
と
も
聞
い

て
お
り
、
ま
た
ア
イ
デ
ィ

ア
も
あ
る
の
で

今
後
検
討
し
た
い
。

旭

ケ

丘

団

地

質
問

旭
ケ
正
町
営
住
宅
の
払
い
下
げ
の

考
は
な
い
か
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

照
的
は
何
か
。

答
弁

古
く
な
っ
た
の
で
分
泌
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
あ
る
が
、
住
宅
入
居
者
の
憲

論
調
金
の
必
要
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。

保

健

婦

活

動

質
問

保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
後
に
お
け
る

保
健
婦
活
動
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
弁
保
健
婦
活
動
に
つ
い
て
は
地
域
組

織
活
動
の
推
進
を
は
か
る
方
針
で
、
配
車

等
も
行
い
、
活
動
の
充
笑
と
健
康
管
理
に

努
め
た
い
。

夜

間

照

明

施

設

質
問

社
会
体
育
の
面
か
ら
、
町
民
総
合

グ
ラ
ン
ド
に
夜
間
照
明
絡
設
の
計
画
は
な

い
か
。

答
弁

夜
間
照
明
に
つ
い
て
は
、

県
に
申

請
し
て
い
る
が
、
今
の
と
乙
ろ
割
当
が
な

い
。
泊
高
校
に
筋
設
が
で
き
れ
ば
運
営
委

員
会
に
て
効
率
的
運
用
を
は
か
り
た
い
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

質
問

「
飛
躍
へ
の
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う

乙
と
で
、
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
と
い
っ
て
い
る
が
、
地
元
と
し
て
は
失

う
も
の
が
多
い
。
北
陸
自
動
車
道
に
つ
い

て
境
地
区
海
岸
線
の
反
対
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
小
川
タ

ム
に
つ
い
て
は
地
元
の
要
求
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
の
か
。

答
弁

難
し
い
問
題
で
あ
り
、

慎
重
に
意

向
の
あ
る
と
ζ

ろ
に
即
応
し
な
が
ら
す
す

め
て
行
き
た
い
。
ま
た
補
償
の
問
題
な
ど

に
も
即
し
な
が
ら
解
決
し
て
行
き
た
い
。

(5) 



17.993千円
2.864千円
2.321 
2.294 
10.514 

地域的特性を生かし活気あふ

れる町づくりに 734.724千円
＠康林水産g慢の振興のために 633.564千円
。住みよい村づくり設置事業 2.000千円
コ水田利用再編対策事業 24.287 
二位業機倣効率利JTJ対策事業 1.503 
＝畜産J援00 6.876 
ユ農地等桃備当事業 42.219 
＝農道舗袋等然備事業 109. 172 
ニ農村総合燃術事業 169.411 
z林業振興 39.440 
：林業情造改醤事業 5l.631 
〉造体事業－ 45.428 
：林道改良、 制袋事業 50.654 
z基幹集落センターの運詰 4.622 
：水産業の娠興 4.643 
．漁港出設・H業 23.072 
＠商工’慢の娠奥と観光開発のために 67.004千円
尚・・c －~ x.J :..r1 ＆.ぴJiH~活動のためのlJ}j~ i 2. 159千円
。中小企業等経主主安.IEのための利子補給 2.543 
ご 小口 、l ；業百~あっせん融資町会害虫:'i,;( 3:.l. 500 
0 県立自然公園の＋照的 5.000 
二観光施設の終的 1.88¥l 

昭和 54年 4 月 t0目
月刊〈毎月 t0日発行｝．．．．－ 一さ

。公民館活動、中央公民館の盤備

。図書館の充実

。椀聴覚教栃備品

。不動堂遺跡整備事業

＠町民の体力づ〈りのために

。体育折持者の育成

。社会体育の振興

。学校体育施設の開級

。体育施設の運営

滋織基盤の援傭

1.100 
4.532 
34.156千円

町民の生命と財産を守

るために 78.419千円
70.900千円
7.146千円
373千円
402.828千円
99.216千円
196.832千円
37,476千円

3.099.624千円

。県立自然公園管理用自動車

。公園管理観光対策

＠失集対策..

郷土の保金
＠消防畿能の強化のために

＠町土の保全のために

＠災書復IB・3震の促進のために
惨一般行政費

砂広域行政費

惨公債費

砂予備費

歳出合計

第 28 4’ ひ－－あ報

5.563 
7,572 
2.040 
28.490 
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6億3'161万円
582.246千円
11.676千円
5.776千円
15.361千円
13.349千円
3.103千円
100千円

＠泊病院事集会計 12億4.517万円
予算規r~1 1ま、前年度対比3.8?6の伸びになります。

病院事業につきましては、公的医療臨関として、医療サーピ

スの改普とその俊伎の充実強化を期するため、施設の建設改良

、医療俊似の努入なと医！W.Iく黙の向上を悶るとともに経営の健
全化に努力します。

勝
1国民健康保険特別会計
2笹川診療所特別会計
3宮崎診療所特別会計
4境診療所符別会計
5簡易水道特別会計・

6南保外二地区用水特別会計
7加蕨奨学資金特別会計

紛

4議

4き

別

瀦金
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昭和 54. 4 月 10日
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昭和54年度

予算

あたたかい，心と強iいからだ
美しい自然と活気ある町づくりをモットーに

額

49億8千万円

'/l'//l/AW////Nll/H/N//ll/N////l//l/ll//l/ll//ll//l/l/ll/ll/ll///l///lll/llll////lll/ll,>l//l/ll/l/lll/ll//ll/l/l//l//ll/l/l//Pl/ll///l//lll/ll/lll///////ll//1//l/l/l//////////////////////Hll/lll/l//lllll////ll/11////////////UN/,糊糊W//U.. 制岬WH//UU／／／／，，剣似糊似WI/，，強Wl'llllll///l',/i'Qi'.酬陣

昭和54年度 明日町の予算；ま、1一般会計、関別会計、！企業会計を合せて49隠7.641万．弓となり朝日町総合計画に基づい
て、第一に「ぶちゃんからお年寄まで、みんなが安全、飽段、清潔そして豊かな生活が出来るよう生活環境をととのえること」

第二に「よい子を育て、社会数育や社会体宵にいそしむ機会をふやして教育条件をととのえること」第三に 「野と山、海と衝の

持ち味を生かした産業を近代（じし、重量かえよ自然を守りながら観地開発を進めること」第四に「かけがえのない大切な郷土を災害

から守ることJ第Eに「わが．町の自然条件を老眼し有利は飛躍への足がかりにするζとjの五つの目療を設定し予算を編成しま
した。

-.o' d産会掛
，，，，，，，，，，醐岬，，醐＜W////////l//11 •/'/,'///l////.'////////////ll.'lllllMl//lllllllllll/lllll/l///lll/'///l/llllll/l.'//l/l/l/l/lll/:'l//l/lllll/lllllllllllll/l/lllllllllll//lll/l/l///l/l/lll/l///llll/ll/llllll//ll//ll/llllllllllllllllllll/llllllllllllll/lllllllll//lllll/l/lll//l/////l/l//ll/lll/l/l/ll//l////lh欄

30億9,962万円
砂歳

田正夜

入 4

~ 
647.881千司1

（全体の20.9~6)
町税については、 ll{j向53年度l収入実wを見込み、課税客体の
把短、税制改正等を積算し、 5f.iJ4.788万円を計上しました。

887.000千同
（全体の28.6%)ぬJ理委 00'tm 

地方交付税については、普’通必付税基準額を1)iJ年度対比13.0
%の｛申ぴを見込みまして8[(]8.700万円を計上しました。

圏三：限委働金 匂i~~ii.290)
圏、県支出金については、各種事業に基づく鋪助金が主で

7(Q5,097万円を見込んでおります。
その主なものとしては次のとおりです。

。老人医療費給付金 106.695下I1J 
。児童手当給付金 17.275 
〉農村総合整備事業 117 .150 
。水田利用再編対策が業 19.512 
0 椋業精造改選手業 39.927 
0 株道事業 28.433 
c道路特別改良事業 54.000 
。都市計画街必事業 60.000 
。朝日中学佼鐙設事業 61.206 
。不動堂遺河躍的事業 21. 367 

噌

l
づ
／
噌

l

町 償 355.600千円
（全体の11.5%)

町僚については、道路の盤的、産業基盤の整陥及び教育環境

の整備など31!::.'S.560万円を見込んでおります。
その主なものとしては次のとおりです。

。農村総合問備事業 24. ICO千円
s林棄権造改道事業 12.200 
3 町道整備期業 83.700 
3 道路特別改良事楽 20./.00 
。都市計画街路事業 24.000 
。住宅建設事業 66.900 
。朝日中学絞建設事業 60.500 
。不動堂遺跡4終的事業 5,300 

458.178千円
（全体の14.8%)

地方譲与税、自動車取得税災付金、交通安全対策符別交付金

については、昭如53年度収入実績を見込み 1.4%に当る合せて
4,594万円、 分担金、負担金については、 各種事業の応益負担
として9.8%に当る3((;351万円、 使用料及び手数斜、財産収入
、諸収入等については歳入見込みを積算し13.6%に当る1(Q872 
万円を計上Lました。

そ R> 他

(7) 

砂歳出‘
朝日町の希望ある明日に向かつて

傘務職績の盤鏑 清潔な町づくりに

1.138.357千円
G町民福祉相遂のために 567.~9千円

。衛祉用自動車 1.000「円
c 社会福祉協議会への助成 2.474 
。心身障富~医療貨 12.600 
0 国民健康保険会計総出金 8.000 
u 老人間の家設it~ 3 .000 
，老人クラブへの!J)J成 2.224 
0 老・人医療費 139.030 
。倣老福祉金 1. i25 
.， ちびっこ広場の設置 1.000 
0 乳恒等医療費 5.963 
。児盆手当給付金 19.412 
。常設保育所の運蛍 298.181 
＠健康づ〈り活動と環境改普のために 140. 131千円
。成人病対策、住民検診、予防接種等 41.017千円
。保健センターの運営 3.109 
。衛生害虫の駆除 2.270 
c町土美化運動 760 
c簡易水道会計繰出金 6.403 
。公害対策 313 
0病院事業会計への出資 30.055 
0 清婦事業 35.0め
c盛芥車購入 4.500 
6 し尿処理事業 15.055 
＠道路交通網の.備のために 347.614千円
。道路台帳の燃備 9.600千円
。町道の改良と舗装 107.658 
。道路符別改良事業 81.015 
c都市計的i街路事業 94.078 
。交通安全廊設の整備 3.875 
。凍雪笥防止事業 10.000 
。道路僑D誌の補修 8.023 
＠住宅対策のために

。町醤住宅の管理

。住宅建設事業

83.063千円
1.963千円
81.100 

創造力に富む量かな人

間性づくりに 411.772千円
＠学校教育の藍働改普のために 338.034千円’

c 町単~rdliの身入 3.800千円
。学校施設の改修 9.010 
。学医管理設備＆び教材自W:r'iの略的 17.801 
。朝日中学校の建設 129.843 
＠社会教育の充実と文化財の建備のために

。社会教宵娠l}(lのための指導者
研修及び各種団体助成

総背録件の極傭

55.745千円

3.760千円



く

り

活

動

ー
！
健

康

づ

一
｜
！
朝
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

紹＂＇5 4牢 4 月 I0 1 
月明IJ（毎月 I0 11発 行〉

昨
年
同
月
か
ら
弥
生
町
地
内
（
泊
病
院

前
）
に
建
設
中
の
朝
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

が
ζ
の
ほ
ど
完
成
し
、

4
川
ロ
白
か
ら
業

務
を
開
始
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン

タ
ー
は
、
住
民
約
健
康
代
理

に
関
す
る
問
題
や
欲
求
が
ま
す
ま
す
多
綴

化
し
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
高
度
な
保
健

活
動
が
要
求
さ
れ
て
い
る
中
で
、

民
民
の

生
活
に
密
着
し
た
健
康
教
育
、
成
人
病

・

母
子
保
健

・
老
人
の
他
康
対
策
等
総
合
的

な
健
康
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
な
る
も
の

で、

今
後
、
終
種
機
診
や
予
防
緩
種
等
の

ほ
か
、
定
期
健
康
相
談
の
光
災
、
総
肢
体

録
教
室
や
栄
養
教
室
な
ど
幅
広
い
出
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
結
怯
住
民
検
診
（
液

循
邸
器
検
診
）
が
セ
ン
ク
l
外
で
尖
附相さ

れ
る
時
以
外
は
保
健
鮒
か
栄
築
士
が
1
0引

常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
相
談
な
ど

~ 284 ~） ひさあ報広

＜完成した朝日町保健センター＞

附柑32年 8月 8日’II J・ 郵便働認珂

の

拠

点

は
定
期
健
康
相
談
日
以
外
で
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い。

な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
は
、
毎
月

の
広
報

「
保
健
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
〔電
鱈
番
号
〕

3
1
3
3
0
9

〔開
館
時
間
〕

原
則
と
し
て
平
日
は
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
、

十
一眼
目
は
午
前
9
時
か

ら
ロ
時
ま
で

〔
一一般の
利
用
〕

町
の
団
体
が
、
斜
理
実
習
等
の
健
康

明
進
の
た
め
の
活
動
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、

5
目
前
ま
で
に
セ
ン
タ

ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
夜
間

の
利
用
は
9
時
ま
で
で
す
。

）

使
用
料
は
原
則
と
し
て
無
斜
で
す
。

た
だ
し
、
一
舵
の
学
習
や
会
合
に
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

総
黒
部
保
健
所
朝
日
支
所
が

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
嫁

g
m
部
保
健
所
朝
日
支
所
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
た
朝
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
2
階

に
移
転
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

門官
話
番
号
〕

3
1
0
1
3
5

野
ネ
ズ
ミ
駆
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

ネ
ズ
ミ
は
旺
盛
な
繁
殖
力
と
環
境
適
応

カ
を
も
ち
、
衛
生
上
や
、
却
刷
物
を
食
い
あ

ら
す
な
ど
、
多
方
面
に
大
き
な
回損
害
を
与

え
て
い
ま
す
。ネ
ズ
ミ
に
よ
る
食
害
は、
1

年
聞
に

Z
U
人
分
の
穀
物
を
食
い
つ
く
す

と
い
わ
れ
て
お
り

ま
た
、
衛
生
面
で

は
マ
ス
コ
ミ
等
で

ご
承
知
の
と
お
り

野
ネ
ズ
ミ
の
身
体

に
寄
生
す
る
ダ
ニ

に
刺
さ
れ
て
起
る

ツ
ツ
ガ
虫
病
と
い

う
高
熱
や
発
疹
の

症
状
を
起
ζ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

近
年
は
特
に
、
米

の
生
産
調
幣
に
よ

り
畑
地
・
休
耕
地

も
多
く
見
ら
れ
野

ネ
ズ
ミ
の
生
息
地

と
な
っ
て
彼
害
が

多
発
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

ζ

の
た
め
、
野
ネ

ズ
ミ
の
駆
除
を
徹

底
し
h
q

ネ
ズ
ミ
公

答
。
を
撲
滅
し
ま

し
ょ
う
。

春
の
農
作
業
安
全
運
動

4
月
叩
日

1
5
月
却
日

な
く
そ
う
良
作
業
事
故
。
な
れ

・
あ
せ

り
h
q

は
事
故
の
も
と
。
常
に
機
械
は
安
全

似
作
で
山引放
を
な
く
す
た
め
に

一
、
使
用
前
に
は
必
ず
点
検
幣
備
を
し
ま

し
よ
う
。

二
、
あ
わ
て
ず
、
お
ち
つ
い
て
作
業
を
し

ま
し
ょ
う
。

※
「
婦
除
・
点
検
」
安
全
守
る
慈
織
凶
作
業

日
「
へ
W
メ
ソ
ト
」
頭
を
守
り
身
を
守
る

※
路
肩
注
意
／・
転
倒
し
易
い
田
ん
ぼ
道

※
夫
婦
で
も
一
緒
に
乗
ら
な
い

ト
レ
l
ラ

※
転
倒
に
注
意
し
な
が
ら
畦
畔
昇
降

※
や
め
と
こ
う
、
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
、

急
旋
凶

※
連
日
の
疲
労
蓄
積
事
故
の
も
と

機
危
険
物
取
扱
者
試
験
計

間
和
制
年
度
第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試

験
が
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
試
験
の
実
施
種
別

－
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
四
類
〉

．
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
試
験
実
施
日

・
間
和
日
年
6
月
げ
日

（日）

マ
試
験
場
所

－
富
山
市
五
福
富
山
大
学

マ
受
験
願
曾
受
付

・
間
和
U
A
年
5
月
4
日
〈
金
）
か
ら
5

M
M
日

（
金
）
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
消
防
署

（

宮

3
1
0
0
09
）
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

山

林

火

災

に

注

意

【
消
し
た
は
ず
消
え
た
は
ず
か
ら

山
の
火
事】

ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
取
り
の
季
節
と
な

り
入
山
す
る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
過
去
の
山
火
事
の
例
を
み
ま

す
と
入
山
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

次
の
堺
市
引
を
守
っ
て
山
椋
火
災
の
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う。

長
た
き
火
を
し
た
と
き
は
、
跡
始
末
を
完

全
に
す
る
こ
と
。

発
た
ば
こ
の
吸
設
は
必
ず
消
す
と
と
。

噌

1
づ
／

η
Jム

ヱ
恩
か
ら
た
ば
乙
の
眠
殻
を
投
げ
捨
て
な

い
こ
と
。

＊
強
風
文
は
乾
燥
時
及
び
枯
れ
草
等
の
あ

る
危
険
な
場
所
で
は
マ
ッ
チ
の
使
用
や

た
き
火
は
努
め
て
避
け
る
ζ

と。

発
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
ζ

と。

ま
た
国
間
等
で
火
を
使
用
す
る
渇
合
は
事

前
に
消
防
省
の
方
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
無

届
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
夜
間
お
よ
び
強
風
の
目
、
空
気
が

乾
燥
し
て
い
る
と
き
の
火
の
使
用
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

(8) 

－l
加

藤

奨
学

資
金

－

「
l
奨
学
生
募
集
中

i
l一

朝
日
町
で
は
加
藤
奨
学
資
金
の
奨
学
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

。
奨
学
生
の
要
件

町
内
居
住
者
の
子
弟
で
4
年
制
以
上
の

大
学
に
在
学
す
る
健
康
で
成
績
優
秀
な

学
生

。
奨
学
金
月
額
5
千
円
（
返
済
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）

〈
V

申
込
先
朝
日
町
教
育
委
員
会
（
一T
蜘

l
ω
朝

日
町
沼
保
8
1
0
の
5
）

〈V
申
込
期
日

4
月
！
日
か
ら
5
月
叩
日
ま
で

。
申
込
手
続

奨
学
生
願
管
、
奨
学
生
推
せ
ん
調
曾

（
申
込
書
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
〉

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
教
育

委
員
会

（舎

3
1
1
1
0
0内
線
刊
）
へ

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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…
…
町
で
は
、
各
町
内
ご
と
に
択
の
方
々
を
国
民
年
金
委
員
と
し
て
安
嘱
し
ま
し
た
。

……

国
民
年
金
の
加
入
者
や
年
金
受
給
者
の
方
々
の
世
話
な
ど
相
談
相
手
と
な
っ
て

……

問

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

…

…
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島
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三

横
谷
松
太
郎

衆

回

高

桜

七

郎

荒

玉

大

村

光

勇

栄

町

魚

住

輝

雄

末
広
町
大
官
実

主
出
下
三
井
八
千
代

中
道
下
岩
田

繁
松

上沼
下

平

崎

知

勝

率
初
－
長
谷
繁
松

二
砂
田

幸
作

笹

l
 
l
 
j
 

笹
川
小
林

，

竹

内
長
井
竹
内

． 
4’ 宮

崎

沼

崎

河
内
舘小
森
竹
れ

， 
4・~ 

宅資

従． ． ~ 

国
保民
納険年
め＝：金

i; 
1こ
台、

4
期
分
（
l
i
3月
分
）
の
保
険
料
は

3
月
引
臼
が
納
期
限
で
し
た
が
、
も
う
納

め
ま
し
た
か
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
急
い
で
納
め

ま
し
ょ
う
。

4
月
を
過
ぎ
る
と
、
町
役
場
の
窓
口
で

は
臼
年
度
分
を
受
け
つ
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。ま
た
、
納
め
忘
れ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
と
、
将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に
支
障

が
起
き
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
詳
し
い
ζ

と
は
、
役
場

住
民
福
祉
課
年
金
係
（
密
3
M
1
1
0
0

内
巌
却
）
ま
た
は
、
魚
津
社
会
保
険
事
務

所
（
宮
0
7
6
5u
m
u
1
4
6
4
）
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

良宗軍議
郎義郎正

退
職
し
た
ら

国
民
年
金
に

三重助正
郎作松美

会
社
を
退
駁
し
た
人
ゃ
、
専
門
学
校

・

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
人
で
、
自
営
業
に

な
っ
た
り
、
家
庭
に
入
っ
た
人
は
、
加
歳
以

上
印
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
者
か
強
制
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
引
き
続
き
の
万
は
や
が
て
国

民
年
金
か
ら
も
通
算
老
齢
師
年
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
し
、
強
制
加
入
に
該
当
さ
れ
て
加

入
さ
れ
方
は
短
期
給
付
〈
障
害
・
母
子
な

ど
の
年
金
）
が
あ
り
、
高
齢
に
な
っ
て
〈

白
歳
〉
か
ら
は
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
は
、
み
な
さ
ん
の
生
涯

を
大
切
に
守
る
道
で
す
。

い
ま
す
ぐ
町
の
国
民
年
金
係
へ
と
相
談

く
だ
さ
い
。i"il 

jクj
jイ！
！ズ｜

八
正

解
v 

第
ト
間
仰
ど
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
し
、
年
金
〈
恩
給
〉

を
受
け
る
権
利
の
な
い
入
。

第

2
間
例
月
給
取
り
の
配
偶
者
（
つ
れ

あ
い
）
で
無
職
の
人
や
、
昼

間
部
（
ひ
る
ま
〉
の
専
門
学

校
大
学
の
学
生
。

M
W
本
人
お
よ
び
配
偶
者
（
つ
れ

あ
い
）

文
は
世
帯
主
で
す
。

例
母
子
年
金
障
害
年
金
、
寡
婦

年
金
な
ど
と
、
日
歳
か
ら
の

老
令
（
通
算
老
令
）
年
金
で

す。

例
国
民
年
金
に
必
ず
（
強
制
〉

加
入
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
人

全
部
で
す
。

多
数
解
答
を
い
た
だ
き
ま

し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
正
解
者
の
う
ち

か
ら
抽
セ
ン
で
左
心
旧
名

の
方
に
組
品
を
進
呈
し
ま

す
。
（
順
不
同
敏
称
）

八
双
川
幸
子
・
石
み
さ
・
寺
田
瞥
次

・
右

〈V
正
解
者
八
V

井
直
子
・
越
間
紀
夫
、
野
村
は
り

・
寺

田
と
み
子

・
角
丸
い
ち
子

・
高
島
義
信

石
崎
富
子
V

”
あ
な
た
も
草
花
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
“

例
年
に
な
い
暖
冬
で
野
山
の
草
花
の
開

花
も
一
段
と
早
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
花
と
緑
の
銀
行
朝
日
支
店
で
は
、
家

庭
で
手
軽
に
車
花
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
「
草
花
づ
く
り
の
基
本
」
に
つ

い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

去
る
3
月
ロ
日
、
老
人
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
各
地
区
か
ら
刊
人
を
超
え
る
同
好
者

が
受
講
し
内
容
も
、
マ
ρ

ラ
イ
ド
を
使
用
す

る
な
ど
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
て
好
評

を
は
く
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
ス
ラ
イ
ド
で
草
花
づ
く
り
の

説
明
V

(9) 
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第 3樋鄭便物怨可

11日

17日

18日

20日
29日

オ：~l. <t 
うづき

4月 C!l!J月）
メート／レ法記
念日

少年保護日

発！”の日
郵政記念日

末日誕生日

5月（’＇；・r.Ji)
1 Elメ ー ρ－
2日八十八校
3 fl訟法記念日
5 E1 こどもの日

6目 立以
8日世界赤十字～－
10臼愛.n週間
昭和54年度のWI定資

，；伝説 ・WI分の納期は5
月です。 ｛税務訓！）

（
附
和
臼
年
3
月
同
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

神
田
町

東
三
浦

本

町

本

町

市

町

清
水
町

栄

町
桜

町
蛭

行
虹

谷

下
山
新

金

山

清水長米大新仙車大坂波加
水野崎正品村名野蔵東間藤

蜂 ー逸 清 幹 三伸正 昌
夫実弘男 孝 到 雄昭撚高隆夫

お
し
あ
わ
せ
に
『結

O
境宇
奈
月
町

。
宮
本
町

笹

川

O
中
三
浦
町

入

醤

町

O
出

保

石

川

県

O
桜

町

un
H
μ
刊

H

O
辻

岩

崎

上

町

O
窪

田
大
沢
野
町

国広岡秀泉南長川竹桑 長 荒宮水
久

口田本永川部国保山畑井川本山

二 二 長二＝三長長 三 二長三
女児女男男女女男男女女男

正

倫

し
の
ぶ

陸

子
革伸
太
郎

あ
づ
さ

里

美

辰

雄

栄理聡真

婚治美
世

子晴子史子一子也子進子均子彦

昌 吉京 :1;1変 立 松拓恵

お

く

や

み

1少

000000000000000000 
舟 高越 辻 辻蛭高高 J:l桜 栄沼 中中西笹大嶋
川白岩 三
新野 崎崎谷畠 岳 山町町保町町浦川平

季

ぷ愛の献血議

死

亡
J

水

島

忠

作

（幻）

来

上

ナ

ツ

（

η）

折
谷
清
治
（
花
）

篠

川

コ

ト

〈釘）

松
田
み
ね
（
部
）

大
菅
志
け
（
刊
〉

川
久
保
吉
太
郎
（行）

石

き

よ

（

印

）

南
茂
林
松
（
引
d

長
井
き
よ
〈
制
）

清
水
と
き
（
刊
）

中
島
良
太
郎
（
邸
）

川
合
り
て
（
邸
〉

谷
口
ハ
W
ヱ

（円）

名
古
屋
三
郎
（
幻
）

久
我
口
省
三
（
灯
）

小
新
堂
つ

や
（
幻
）

藤

井

み
よ
〈
刊
）

-2月実鎗分一

今日の献血が

あすのあなたを

保障ナる

協力者芳名

境

地

区

水

品
忠
脳
、
来
上
峰
義

宮
崎
地
区
青
尚
涼
子
、
青
山
和
彦
、
れ

谷
美
代
子
、
白
谷
一
制
、
金
田
寛
之
、

米
谷
三
裕

笹
川
地
区

小

林

光
火
、
小
林
雑
浴
、
竹

内
秀
孝
、
竹
内
雅
和

泊

一
区
藤
条
和
昭
、

脳
u
h
u
位
、
高
崎
明

治
ニ
区

川川勝
第
〈雪
、
伊
藤
裕
、
長
野
勲

泊
三
区

行
口
和
子
、
古
市
年
史
、
同
ま

る
み
、

平
削
康
問

五
箇
庄
地
区
西
国
充
、
佐
渡
大
介
、
上

野
道
徳
、
長
谷
川
親
美
、
山
本
哲
夫
、

河
村
英
子
、
浜
川
つ
じ
、
草
山
文
夫

南
保
地
区
大
森
修
、

江
捌
直
子
、
中
山

香
代
子
、
柳
沢
仁
志
、
小
林
孝
旬
、
石

原
妙
子
、
東
久
美
子

山
崎
地
区

花

房
勝
則
、
青
島
文
子
、
水

野
広
、
山
崎
久
美
子
、
普
万
敏
雄
、

安

達
正
問

犬
家
庄
地
区
梅
円
木
鯖
加
、
加
納
恵

て

高
島
晴
・
媛
、
住
吉
広
明
、
古
田
民
茂
門
、

広
川
千
秋
、

塚
本
康
子
（
刊
名
）

(10) 

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
活
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
本
町
金
井
利
回
さ
ん
よ
り
衣
類
臼
点

7
笥
崎

水

品
よ
り
さ
ん
よ
り
町
古
銀
へ

3
万
円
、
流
杉
老
人
ホ
l
ム
ヘ

5
万
円

宮
崎
老
人
ク
ラ
ブ
へ
2
万
円
合
計
旧
万

円
指
定
寄
附

； 本町の人 口

：男 9.147 ' 
： 女 10.292

, H 19.439 
！ 世帯数 4.980 

54年4TJ I日現在



J:i f,: 5 4 Z 4 JI I 0日
月刊 〈毎月 I0自発行｝

ふるさ と歩道

少年の頃、 12とともに山菜をたずねた
なつかしい山道、治道の豊かな自然は

訪れる人選をたのしませてくれる。

（観光コー士）
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相談ごとご案内

春
ら
ん
ま
ん
の
季
節
到
来

余
暇
の

m大
に
伴
い
そ
の
時

聞
を
ぜ
ひ
「
わ
が
町
の
観
先

地
へ
ど
う
ぞ
；
：
：
ス
ペ
シ
キ

ル
サ
ー
ビ
ス
少
ン
ヌ

ン
」
と

各
地
と
も
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ

等
の
宣
伝
が
激
化
し
、
そ
の

力
の
入
れ
よ
う
は
た
い
し
た

も
の
。

さ
て
、

今
日
で
は
情
報
網
と
交
通
織
関

の
亮
漫
に
よ
っ
て
前
動
範
囲
も
舷
大
さ
れ

て
「
観
光
」
と
聞
げ
ば
遠
く
へ
出
か
け
る

も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
る
ほ
ど
辞
曾
＠
引
け
ば
餌
先
と
は
、

「
他
国
の
風
景
を
鍋
察
す
る
乙
と
」
と
あ

る
が
、

案
外
、
人
は
地
元
の
良
さ
に
気
が

つ
か
な
い
も
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
い
つ
で
も
味
わ
い
も
眺
め

行
動
し
得
る
安
易
さ
も

手
伝
う
ζ
と
は
が
災
。

あ
な
た
も
辞
轡
に
こ

だ
わ
ら
ず
迫
く
ば
か
り

を
見
つ
め
は
い
で
四
季

を
過
し
て
海
叙

O
Mか

ら
3
千
幻
ま
で
の
多
影

な
自
然
の
昧
を
去
し
め

る
「
オ
－7
が
町
」
の
観

光
地
を
見
直
し
て
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

談

時 5月第2火蝿口
午前10時～午後3時

渇所朝日町福祉センター

相談員川上回一（舎3-0050)

相政ム行

LI 

企人権法律相談

時 5月15日＠
午後1時～午後4p~ 
a所朝日町福祉センター
相級員人権擁護妥昌

上回懲二（ぎ2-0127)
在団結芳〈舎2-2164) 
小沢市（舎3ー3000)

臼

相 談

時毎週火雌日

午前10時～午後3n~；. 
所朝日町福祉センター

（舎3-0756)

ム心配ごと

日

特
急

「
は
く
た
か
号
」
が

増
発
さ
れ
ま
す

昨
年
の
川
月
の
時
刻
改
正
で

m発
を
H
川

州
さ
れ
て
い
ま
し
た
特
急

「
は
く
た
か

2

号
」

「
は
く
た
か

3
号
」
が

4
周
知
臼
か

ら
運
転
と
な
り
ま
ず
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

O
下
り
上
野
行
「
は
く
た
か

2
号
」

魚
崎
悼
発

9
時
引
分

糸
魚
川
発

叩
時
引
分

上
野
諸

問
時
ね
分

O
上
り
会
沢
行
「
ば
く
に
か

3
号
」

上
野
発

同
時
問
分

糸
魚
川
着

引
時
日
分

八
協同続
V

糸
魚
川
発

泊

着

魚
崎
悼
指

引
時
加
分

（
普
通
）

n時
5
分

引
時
制
分

ご
存
知
で
す
か
ル
・

指
定
席
券
の
発
売

通
常
の
指
定
券
は
、
乗
車
日
の
一
週
間

前
、
山
時
か
ら
発
売
し
て
い
ま
す
が
、
旅

行
の
行
程
が
同

一
で
あ
る
4
人
以
上
の
旅

組島

ム交通事故巡回相談

①日時第3月曜日
~二所J 10時～午後 311.'i'

場所 ：Ii都市中央公民館
①日時第3氷雌日
午前10時～午後3時

溺所県魚津総合庁舎内

魚律地方県民相談宅

容
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
旅
行
と
し
て
来

車
討
の
1
カ
月
，
削
か
ら
は
回
前
ま
で
に
宛

売
し
ま
ず
か
ら
前
駅
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

線
路
内
や
駅
構
内
へ
の

立
ち
入
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

を
と
な
り
、
問
畑
の
仕
引
も
忙
し
く
な

り
、
ま
た
好
天
気
に
よ
り
子
供
の
戸
外
で

の
遊
び
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
幼
児
の
線
路
内
へ
の

立
ち
入
り
は
危
険
で
す
か
ら
、
子
供
が
線

路
附
近
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
ら

一
言
注
意
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
案
内

U
朝
日
町
立
中
央
図
・
館
十れ

一
般
図
書

日
制
服
附
家
の
油
絵
入
門
石
川

滋
診

臼
縦
断
家
の
水
彩
両
入

門

石

川

滋

彦

臼
眼
剛
家
の
ス
ケ

ッ
チ
入
門
石
川

滋
彦

装
苑
シ
リ
ー
ズ
ロ
冊

文
化
出
版
局

家
庭
大
工

本

間

一

山

庇

作

り

の

本

伊

厳

義
治

之
庭
づ
く
り
入
門
日
比
谷
花
燈
造
幽

小

庇

の

作

り

方

石

田

鉄

雄

海
の
リ
l
w
釣
り

松
本

光
雌

泌
釣
り
仕
組
前
け
集
釣
魚
店
制
究
会
制

釣
り
入
門

釣

朋

会

編

海
づ
り
川
づ
”
入

門

金

子

幸

司

囲
碁
を
お
ぼ

え

た

い

人

へ

本

田

幼

囲

碁

下

回

源

十
郎

麻

雀

皐

わ

か

り

村

井
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